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六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
保
守
会

派
の
十
七
人
が
平
成
十
九
年
度
一
般

会
計
予
算
を
否
決
し
ま
し
た
。
予
算

を
人
質
に
と
っ
て
自
分
達
の
主
張
を

無
理
矢
理
執
行
部
に
飲
ま
せ
よ
う
と

い
う
や
り
方
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
こ
の
よ
う
な
手
法
が
許
さ
れ
る

な
ら
ば
何
で
も
あ
り
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
三
日
後
に
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
庁
舎
建
設
財
源
を
合
併
特

例
債
か
ら
国
の
補
助
金
へ
変
更
し
、

賛
成
三
十
一
、
反
対
二
で
一
般
会
計

予
算
は
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
は
岩
国
市
が
空
母
艦

載
機
を
受
け
入
れ
な
い
限
り
補
助
金

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
又
、
艦
載

機
受
入
れ
容
認
派
は
、
国
の
補
助
金
に

財
源
を
組
替
え
た
の
だ
か
ら
艦
載
機
を

受
入
れ
よ
と
迫
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想

三
月
、
六
月
に
亘
り
議
会
予
算
否
決

こ
う
い
う
苦
し
い
局
面
に
市
長
を

追
い
込
ん
だ
の
は
、
庁
舎
建
設
補
助

金
を
約
束
破
っ
て
35
億
円
を
カ
ッ
ト

し
た
国
が
悪
い
の
で
あ
り
、
国
は
当

初
の
約
束
通
り
、
Ｋ
Ｃ
ー
130
空
中
給

油
機
の
岩
国
移
駐
に
伴
う
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ

の
補
助
金
と
し
て
、
直
ち
に
予
定
通

り
交
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

す
。こ

の
臨
時
議
会
に
提
出
さ
れ
た
平

成
十
九
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
予
算

は
、
様
々
な
問
題
点
を
持
つ
も
の
で

あ
る
が
、
今
予
算
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
、
特
に
防
災
対
策
、
中
学
校
給
食

な
ど
予
算
の
執
行
を
こ
れ
以
上
遅
ら

を
出
さ
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
長
は
艦
載
機
を
受
入
れ

を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
は
っ
き

り
と
説
明
し
ま
し
た
。

に
補
助
金
が
入
ら
な
い
場
合
に
歳
入

不
足
に
な
り
、
に
合
併
特
例
債
を
使
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
い
う
事
態
が
起

予
算
編
成
上
、
確
か
で
な
い
財
源

を
充
当
し
て
予
算
を
組
む
と
年
度
末

さ
れ
ま
す
。

せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
、
切
羽
詰

ま
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
井
原
市

長
の
態
度
が
空
母
艦
載
機
の
岩
国
移

転
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
し
、
今

ま
で
の
姿
勢
が
い
さ
さ
か
揺
ら
ぐ
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
、
国
に
対
し
て
Ｋ
Ｃ
ー
130
移

駐
に
伴
う
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
補
助
金
の
支
給

を
全
議
員
が
一
致
し
て
求
め
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

米
軍
再
編
に
つ
い
て
は
、
騒
音
問

題
等
、
市
民
が
納
得
で
き
る
説
明
を

粘
り
強
く
求
め
る
こ
と
を
要
請
し
て
、

平
成
十
九
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
予

算
に
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

市
議
団
の
一
般
質
問
か
ら

大
西
明
子
の
質
問

岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
問
題
に
つ
い
て

 

岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
国
病
）
が

土
地
の
等
価
交
換
で
、
愛
宕
山
へ
の

移
転
を
要
望
し
て
い
る
問
題
を
取
り

上
げ
、
大
西
議
員
は
「
何
故
、
等
価

交
換
な
の
か
」
本
来
な
ら
岩
国
医
療

セ
ン
タ
ー
が
、
現
在
の
土
地
を
売
却

し
て
、
そ
の
資
金
で
愛
宕
山
開
発
の

用
地
を
購
入
す
る
の
が
筋
で
は
な
い

か
と
質
問
。
岩
国
市
の
財
政
が
厳
し

い
時
に
、
病
院
跡
地
と
い
う
こ
と
で

9
ha
の
広
大
な
土
地
、
今
、
必
要
の

な
い
無
用
な
土
地
と
愛
宕
山
開
発
の

用
地
と
等
価
交
換
は
容
易
で
は
な
い

の
は
当
然
だ
と
指
摘
。
平
成
十
六
年

四
月
か
ら
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
、

自
己
財
源
で
建
て
替
え
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
自
ら
売
却

先
を
検
討
す
べ
き
だ
と
主
張
。
岩
国
医

療
セ
ン
タ
ー
は
三
次
救
急
医
療
を
担
う

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
で
す
。
利
用
者
は

平
成
十
七
年
度
3
7
3
、
7
8
8
人
、

平
成
十
八
年
度
3
7
0
、
5
4
7
人
、

平
成
十
八
年
度
七
億
八
千
八
百
万
円
の

純
利
益
を
あ
げ
、
全
国
第
二
位
の
成
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
全
職
員
687
人
の
う
ち
岩
国
市
在
住
者

は
626
人
で
す
。
こ
れ
だ
け
地
域
に
密
着

し
た
病
院
が
県
外
に
出
る
事
は
不
可
能

で
す
。
市
民
に
不
安
を
与
え
る
言
動
は

病
院
側
も
慎
む
べ
き
で
す
。

 
 

臨
時
議
会
開
き
予
算
可
決

　行政視察中止を

　　　　　申し入れ

平成19年度の予算は3月、

6月議会で否決され、3日後

の臨時議会でようやく成立

いたしました。この間、多く

の市民の間に不安や混乱を

招きました。

　現在、各常任委員会の行政

視察が日程に上がっていま

すが、これまでの経過や市民

感情、財政が苦しい状況等も

考慮し、本年度の行政視察を

中止するよう申し入れまし

た。

日本共産党市議団
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 山

田
や
す
ゆ
き
の
質
問

 
 
 
 
 

　
　
民
間
空
港
は
第
二
の
愛
宕
山

　
岩
国
基
地
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

発
表
さ
れ
、
実
施
に
向
け
、
既
に
県
と

の
協
議
で
岩
国
市
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
規
模
、
財
政

負
担
等
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
の
ほ

か
岩
国
市
が
負
担
す
る
の
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
と
質
し
ま
し

た
。

　
市
長
は
民
間
空
港
は
従
来
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
問
題
だ
。
米
軍
再
編

が
出
て
き
て
か
ら
も
別
問
題
と
し
て

要
望
し
て
い
る
。
再
編
問
題
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
難
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
が
、
市
の
重
要
な
施
策
と
し

て
必
要
な
努
力
を
し
て
い
く
。

 
 

古
谷
清
子
の
質
問

 

六
月
よ
り
住
民
税
の
額
が
大
幅
に
増

え
、
納
付
通
知
書
を
見
て
、「
あ
ま
り

の
金
額
に
び
っ
く
り
し
た
！
」
と
か
、

「
わ
ず
か
の
金
額
で
た
べ
る
の
が
や
っ

と
の
生
活
な
の
に
、
し
か
も
、
受
け
取

る
年
金
は
ど
ん
ど
ん
す
く
な
く
な
っ

て
い
る
の
に
！
」
と
い
う
怒
り
の
声

が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
い

　
　
　
住
民
税
の
大
幅
な
増
税
に
つ
い
て

地
方
空
港
の
現
状
が
厳
し
い
と
の

指
摘
だ
が
、
基
地
に
あ
る
滑
走
路
そ

の
他
を
利
用
す
る
も
の
で
最
小
の

経
費
で
再
開
で
き
る
。
事
業
費
は
134

億
円
で
、
こ
の
内
岩
国
市
は
三
分
の

一
の
負
担
で
費
用
効
果
の
面
で
有

利
で
あ
る
。

　
私
は
、
全
国
的
に
ロ
ー
カ
ル
空
港

の
利
用
者
が
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
需

要
予
測
を
誤
る
と
第
二
の
愛
宕
山

に
な
る
と
指
摘
し
、
軍
民
共
用
空
港

は
大
変
危
険
で
中
止
す
べ
き
で
あ

る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　る
。
昨
年
に
続
き
又
、
大
増
税
。
怒

り
の
声
や
問
い
合
わ
せ
が
担
当
課

に
相
当
合
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
　
六
月
七
日
に
納
付
通
知
書
を

発
送
し
、
六
月
十
三
日
現
在
670
件

　
　
　
　
（
各
総
合
支
所
も
含
め
）

質
　
本
市
に
お
い
て
一
人
当
た
り

の
増
税
額
は
、
平
均
い
く
ら
か
。

答
　
約
二
万
円
。

質
　
増
税
に
よ
り
保
育
料
の
値
上
げ
に

な
ら
な
い
か
。

答
　
国
の
基
準
が
変
わ
り
影
響
は
な

い
。自

民
・
公
明
の
政
権
の
も
と
で
決
め

ら
れ
た
大
増
税
、
庶
民
に
は
、
耐
え
ら

れ
な
い
大
増
税
・
負
担
増
を
押
し
付
け

な
が
ら
、
大
企
業
や
大
金
持
ち
に
は
大

減
税
、
こ
の
よ
う
な
逆
立
ち
し
た
政
治

を
か
え
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

社
会
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
主
張
し
ま

し
た
。

藤
本
ひ
ろ
し
の
質
問

艦
載
機
　
市
の
基
本
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か

問
　
米
軍
再
編
問
題
が
発
生
し
て
、

こ
の
七
月
で
ま
る
三
年
、
国
は
日
本

の
憲
政
史
上
例
の
な
い
、
地
方
自
治

体
に
対
し
て
約
束
し
て
い
た
補
助
金

を
事
業
の
途
中
で
勝
手
に
補
助
条
件

を
変
え
て
庁
舎
補
助
金
を
カ
ッ
ト
す

る
暴
挙
に
出
ま
し
た
。
市
民
の
大
き

な
怒
り
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
岩
国
市
の
財
政
問
題
に
絡

め
て
「
艦
載
機
受
け
入
れ
て
振
興
策

を
も
ら
っ
た
方
が
い
い
」
と
言
う
動

き
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、
岩
国
市
の

基
本
的
考
え
に
変
わ
り
な
い
か
。

答
　
今
回
の
移
駐
案
は
航
空
機
が

59
機
増
え
て
二
倍
の
120
機
に
、
人
員

も
四
千
人
増
加
し
、
一
万
人
に
な
る

基
地
機
能
の
大
幅
増
加
だ
。
市
民
の

安
全
安
心
に
つ
い
て
問
題
は
解
決
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
容
認
す
る
に
い

た
っ
て
い
な
い
。
国
と
粘
り
強
く
協

議
し
て
い
く
。

問
　
室
の
木
一
丁
目
の
山
九
跡
地
に
大

型
食
料
品
ス
ー
パ
ー
「
フ
レ
ス
タ
」
が

出
店
す
る
計
画
が
あ
る
。
住
民
説
明
会

で
通
学
路
、
国
道
渋
滞
問
題
で
強
い
改

善
、
対
策
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。

岩
国
市
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
を
尋

ね
た
。

答
　
市
と
し
て
は
法
及
び
山
口
県
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
尊
重
し
「
意
見

書
」
の
提
出
等
の
措
置
を
と
る
。

日本共産党の五つのお約束

①　国保料の年 1 人一万円引下げ
　　　　　　　・・・約 4 0 0 0 億円
②　介護保険の保険料と利用料の　

　減免拡充　・・・約 3 0 0 0 億円
③　子どもの医療費無料化を国の　

　制度に　　・・・約 1 9 0 0 億円
④　障害者自立支援法の「応益負　

　担」撤回　　  ・・・約 5 10 億円
⑤　生活保護の切捨て中止、児童　

　扶養手当削減中止

　　　　　　　　・・・約 4 9 0 億円
　　これらの財源は（07 年度予算から
　　　　　　この一部をまわせば）

・軍事費（「ミサイル防衛」関連費「米

　軍思いやり予算」など）の削減

・電源開発促進税の一般財源化

・政党助成金、全国学力テストなど

　ムダの削減

・大企業の法人税率を 1 0 年前の水準
　に戻す

・所得税の最高税率引き上げなど

　　　　　⇒合計　5兆8000億円

参議院緊急政策


